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論 文 内 容 要 旨 




るグラム陰性嫌気性細菌である。 P. gingivalis の病原因子には、 リポ多糖類、 線




濃度 (MIC) 以下の濃度で投与後、P. gingivalis 線毛の発現、細胞への付着能、血
球凝集能と関連遺伝子の発現状況への影響を検討し、アジスロマイシン濃度と
P. gingivalis 線毛発現との関係を明らかにすることを目的とした。 
実験には、P. gingivalis ATCC 33277 株を使用してヘミン、ビタミン K1とイー
ストエキストラクトを添加したブルセラ液体培地を使用し、嫌気条件下（15% 
CO2、 15% H2、 70% N2）37ºC 一昼夜培養した菌体のアジスロマイシンに対す
る MIC 濃度を測定した。MIC 濃度を決定後、1/2、1/4、1/8 MIC 濃度のアジス
ロマイシン添加ブルセラ液体培地で 18時間培養後、菌体を集菌し PBS で 2回洗
浄した。この菌体を 12% SDS-PAGE で常法により電気泳動を行った。また、





度以下の濃度における P. gingivalis への影響は、41-kDa線毛の発現とともに赤血
球凝集能および細胞付着能を抑制することが判明した。遺伝子発現においては、
fimA、rgpA、kgp、hgaA の遺伝子発現が抑制されていた。なお、0.4 μg/mL、0.2 μg/mL、
0.1 μg/mL濃度のアジスロマイシン添加により、41-kDa線毛が完全に消失したも
のの 67-kDa線毛の発現には影響してなかった。 
以上の結果から、アジスロマイシンは、殺菌作用だけではなく、低濃度では
P. gingivalis の口腔内定着を抑制し、バイオフィルム形成抑制に作用して歯周病
治療に寄与することが示唆された。 
